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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第91期

第１四半期
連結累計期間

第92期
第１四半期
連結累計期間

第91期

会計期間
自　2021年４月１日

至　2021年６月30日

自　2022年４月１日

至　2022年６月30日

自　2021年４月１日

至　2022年３月31日

売上高 （千円） 8,902,937 10,511,629 47,376,648

経常利益 （千円） 206,341 156,601 1,555,508

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

（千円） 103,520 11,198 876,336

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △525,196 238,533 △496,380

純資産額 （千円） 38,518,079 38,408,719 38,672,793

総資産額 （千円） 70,588,119 74,560,949 75,003,395

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 1.83 0.20 15.63

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 52.0 48.0 48.1
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　１株当たり四半期(当期)純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数は、その計算において控除

する自己株式数に、「役員報酬ＢＩＰ(信託口)」所有の当社株式数及び「株式給付型ＥＳＯＰ(信託口)」所

有の当社株式数を含めております。

 
 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業内容に

重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

 

(1)　業績の状況

　当第１四半期連結累計期間の経済環境は、新型コロナウイルス感染症に対する予防と経済活動の両立が進む一

方、資源価格や物流費の高騰に加えて、ウクライナ情勢の長期化や大幅な円安により、依然として先行き不透明な

状況が続いております。

　当社グループを取り巻く事業環境におきましては、パイル・ポール・プレキャスト製品等コンクリート二次製品

の原材料である鋼材等価格の上昇や携帯電話基地局整備の遅れ等を受け厳しい状況でありますが、一方で防災・減

災、社会インフラの維持、災害復旧、工期短縮・省人省力化等に資するコンクリート製品や当社開発のＣＯ２固定

化およびその利活用（ＣＣＵＳ）の環境関連技術やグリーン製品（低炭素型コンクリート）への期待は引き続き高

まっております。

 

　このような状況の中、当社グループは、私たちの経営理念である「コンクリートを通して、安心・安全で豊かな

社会づくりに貢献する」のもと、中期経営計画の基本方針である「グループ経営の推進による競争力強化と事業拡

大で、国土強靭化と地球環境に貢献する」の実現に向けて、計画に掲げた諸施策に鋭意取り組んでおります。

 

当期間における各セグメントの概況は次のとおりであります。

 
①基礎事業

　コンクリートパイル全国需要が前年同四半期比で約５％増加するなか、当社グループにおいても受注高・出荷量

が回復しつつあり、売上高は55億1百万円（前年同四半期比29.4％増）となりました。

　利益につきましては、工場稼働率は改善しておりますが当期間は工事利益率が低下し、加えて原材料価格上昇の

影響も受けたことから、セグメント損失は70百万円（前年同四半期は17百万円のセグメント損失）となりました。

 
②コンクリート二次製品事業

　当事業のうち、ポール関連事業につきましては、コンクリートポールの全国出荷量が前年同四半期比で約17％減

少する環境下、当社グループでは昨年７月に新規連結をした東北ポール株式会社分の売上増があったものの、携帯

電話基地局向けポールの出荷量が半導体不足の影響等により大きく減少し、売上高は29億74百万円（前年同四半期

比5.4％減）となりました。

　土木製品事業につきましては、プレキャスト製品の出荷が増え、リニア中央新幹線向け等ＲＣセグメントの生産

も堅調に推移し、売上高は19億56百万円（前年同四半期比36.9％増）となりました。

　これらの結果、コンクリート二次製品事業の売上高は49億31百万円（前年同四半期比7.8％増）となりました。

　利益につきましては、ポール生産量の減少に加え原材料価格上昇の影響も受けたことから、セグメント利益は3億

23百万円（前年同四半期比32.4％減）となりました。
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③不動産・太陽光発電事業

　安定的な賃貸料収入の計上、発電・売電を行っており、売上高は79百万円（前年同四半期比0.1％増）、セグメン

ト利益は51百万円（前年同四半期比1.7％増）となりました。

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は105億11百万円（前年同四半期比18.1％増）、営業損失は79百

万円（前年同四半期は22百万円の営業損失）、経常利益は1億56百万円（前年同四半期比24.1％減）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は11百万円（前年同四半期比89.2％減）となりました。

 
(2)　財政状態の分析

当社グループは、売掛債権回収の早期化・製品在庫の適正化・効率的な設備投資戦略等により、総資産の圧縮を

図り、ＲＯＡの向上を目指すこと及び、グループにおける資金・資産の効率化を図り、有利子負債を圧縮すること

を、財務方針としております。

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比（以下「前期末比」といいます。）4億42百万円減

の745億60百万円となりました。

流動資産は前期末比2億12百万円減の317億57百万円、固定資産は前期末比2億30百万円減の428億3百万円となりま

した。

流動資産減少の主な要因は、受取手形、売掛金及び契約資産の減少によるものであり、固定資産減少の主な要因

は、有形固定資産の減少によるものであります。

負債合計は、前期末比1億78百万円減の361億52百万円となりました。

流動負債は前期末比1億18百万円減の227億70百万円、固定負債は前期末比59百万円減の133億81百万円となりまし

た。

流動負債減少の主な要因は、１年内返済予定の長期借入金、未払法人税等、引当金の減少によるものであり、固

定負債減少の主な要因は、長期借入金の減少によるものであります。

純資産合計は、前期末比2億64百万円減の384億8百万円となりました。

主な要因は、自己株式取得による減少によるものであります。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の48.1％から48.0％となりました。

 

(3)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

(4)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は91百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 180,000,000

計 180,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(2022年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(2022年８月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 57,777,432 57,777,432
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株

計 57,777,432 57,777,432 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 
(千円)

資本金残高

 
(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

2022年６月30日 － 57,777,432 － 5,111,583 － 2,911,477
 

 
 (5) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2022年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式
（自己株式等）

 － － －

議決権制限株式
（その他）

 － － －

完全議決権株式
（自己株式等）

（自己保有株式）  
－ －

　普通株式 2,091,000

（相互保有株式）  
－ －

　普通株式 530,000

完全議決権株式
（その他）

普通株式 55,137,500 551,375 －

単元未満株式 普通株式 18,932 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  57,777,432 － －

総株主の議決権  － 551,375 －
 

(注)　１.　「単元未満株式」欄には、当社の所有する自己保有株式及び相互保有株式、「役員報酬ＢＩＰ（信託

口）」所有の当社株式、「株式給付型ＥＳＯＰ（信託口）」所有の当社株式が次のとおり含まれており

ます。

　自己保有株式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 37株

 「役員報酬ＢＩＰ（信託口）」所有の当社株式　　　　　　97株

 「株式給付型ＥＳＯＰ（信託口）」所有の当社株式　　　　10株

２.　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、「役員報酬ＢＩＰ（信託口）」所有の当社株式

139,400株（議決権1,394個）、「株式給付型ＥＳＯＰ（信託口）」所有の当社株式110,300株（議決権

1,103個）が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2022年３月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）

日本コンクリート工業㈱
東京都港区芝浦
４丁目６番14号

2,091,000 － 2,091,000 3.61

（相互保有株式）

九州高圧コンクリート工業㈱
福岡県福岡市南区向野
１丁目13番14号

315,000 － 315,000 0.54

東北ポール㈱
宮城県仙台市青葉区大町
２丁目15番28号

215,000 － 215,000 0.37

計 － 2,621,000 － 2,621,000 4.53
 

（注）　役員報酬ＢＩＰ信託が所有する当社株式139,497株（議決権数1,394個）及び株式給付型ＥＳＯＰ信託が所有す

　　　る当社株式110,310株（議決権数1,103個）は、上記自己保有株式には含めておりません。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第91期連結会計年度　有限責任監査法人トーマツ

　　第92期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　東陽監査法人
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,599,733 7,178,866

  受取手形、売掛金及び契約資産 11,819,939 9,406,743

  電子記録債権 1,526,162 3,148,819

  商品及び製品 6,311,250 7,917,650

  仕掛品 476,576 486,125

  原材料及び貯蔵品 1,898,836 2,074,468

  未成工事支出金 269,218 407,663

  その他 1,103,198 1,143,652

  貸倒引当金 △35,280 △6,371

  流動資産合計 31,969,634 31,757,618

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 17,237,062 17,237,062

   その他（純額） 9,638,185 9,426,627

   有形固定資産合計 26,875,248 26,663,690

  無形固定資産 444,132 440,332

  投資その他の資産   

   投資有価証券 12,241,800 12,579,755

   その他 3,709,276 3,248,526

   貸倒引当金 △236,696 △128,973

   投資その他の資産合計 15,714,380 15,699,308

  固定資産合計 43,033,760 42,803,331

 資産合計 75,003,395 74,560,949
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,983,962 4,909,913

  電子記録債務 7,792,309 7,803,398

  短期借入金 4,000,000 4,282,000

  1年内返済予定の長期借入金 2,389,054 2,202,431

  未払法人税等 203,887 57,400

  引当金 752,042 588,911

  その他 2,767,675 2,926,457

  流動負債合計 22,888,930 22,770,512

 固定負債   

  社債 80,000 80,000

  長期借入金 6,378,494 6,182,600

  退職給付に係る負債 1,193,732 1,197,103

  その他 5,789,445 5,922,015

  固定負債合計 13,441,671 13,381,718

 負債合計 36,330,602 36,152,230

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,111,583 5,111,583

  資本剰余金 3,894,910 3,850,596

  利益剰余金 19,181,307 18,933,678

  自己株式 △818,520 △1,012,426

  株主資本合計 27,369,281 26,883,431

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,547,540 3,767,073

  土地再評価差額金 5,312,368 5,312,368

  為替換算調整勘定 △147,543 △126,512

  退職給付に係る調整累計額 △27,616 △59,717

  その他の包括利益累計額合計 8,684,749 8,893,211

 非支配株主持分 2,618,762 2,632,076

 純資産合計 38,672,793 38,408,719

負債純資産合計 75,003,395 74,560,949
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 8,902,937 10,511,629

売上原価 7,388,002 8,962,250

売上総利益 1,514,935 1,549,379

販売費及び一般管理費 1,537,390 1,629,268

営業損失（△） △22,455 △79,888

営業外収益   

 受取利息 2,206 759

 受取配当金 174,789 161,294

 持分法による投資利益 58,268 34,208

 その他 30,547 76,823

 営業外収益合計 265,813 273,085

営業外費用   

 支払利息 12,186 14,343

 その他 24,830 22,251

 営業外費用合計 37,016 36,594

経常利益 206,341 156,601

特別利益   

 固定資産売却益 － 1,465

 投資有価証券売却益 164,036 －

 特別利益合計 164,036 1,465

特別損失   

 固定資産除却損 527 6,717

 減損損失 ※1  26,741 －

 特別損失合計 27,268 6,717

税金等調整前四半期純利益 343,109 151,350

法人税、住民税及び事業税 78,956 40,371

法人税等調整額 134,550 85,591

法人税等合計 213,506 125,963

四半期純利益 129,602 25,386

非支配株主に帰属する四半期純利益 26,082 14,188

親会社株主に帰属する四半期純利益 103,520 11,198
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 129,602 25,386

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △552,679 224,697

 為替換算調整勘定 △76,305 24,079

 退職給付に係る調整額 △20,693 △32,100

 持分法適用会社に対する持分相当額 △5,120 △3,528

 その他の包括利益合計 △654,799 213,146

四半期包括利益 △525,196 238,533

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △549,453 222,650

 非支配株主に係る四半期包括利益 24,257 15,882
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【注記事項】

(会計方針の変更)

 （時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

  「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会計

　 基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に

  定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用すること

  といたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
(追加情報)

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引)

(1)取引の概要

　当社は、2021年８月11日開催の取締役会において、当社の中長期的な業績の向上達成意欲と株主価値の増大

への貢献意識を高めることを目的として、2015年８月より導入しております「役員報酬ＢＩＰ信託」（以下

「ＢＩＰ信託」という。）および「株式付与ＥＳＯＰ信託」（以下「ＥＳＯＰ信託」という。）に対して、新

たな対象期間を３事業年度（2022年３月31日で終了する事業年度から2024年３月31日で終了する事業年度ま

で）とするＢＩＰ信託およびＥＳＯＰ信託の継続を決議し、期間延長の契約締結により再導入しております。

 
(2)信託に残存する自社の株式

 信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己

株式として計上しております。当第１四半期連結会計期間の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、ＢＩＰ信

託が44,424千円、138,895株、ＥＳＯＰ信託が35,940千円、110,310株であります。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１　減損損失

前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 減損損失（千円）

茨城県坂東市 売却予定資産 建設仮勘定 26,741
 

 
当社グループは、事業用資産については基礎事業、ポール及び土木製品にグルーピングをしており

ます。また、賃貸資産及び遊休資産については物件ごとにグルーピングしております。

当第１四半期連結会計期間において、上記の資産について売却を意思決定したため、帳簿価額を回

収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。

なお、回収可能価額は売買契約に基づく正味売却価額により測定しております。

 
当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
 至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年６月30日)

減価償却費 405,080千円 424,641千円

のれんの償却額 14,232千円 14,232千円
 

 
 
 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月４日
取締役会

普通株式 368,280 6.50 2021年３月31日 2021年６月15日 利益剰余金
 

（注）　2021年６月４日の取締役会の決議に基づく配当金の総額には、「役員報酬ＢＩＰ（信託口）」に対する配

当金366千円及び「株式給付型ＥＳＯＰ（信託口）」に対する配当金413千円を含んでおります。

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月30日
取締役会

普通株式 250,588 4.50 2022年３月31日 2022年６月14日 利益剰余金
 

（注）　2022年５月30日の取締役会の決議に基づく配当金の総額には、「役員報酬ＢＩＰ（信託口）」に対する配

当金627千円及び「株式給付型ＥＳＯＰ（信託口）」に対する配当金496千円を含んでおります。

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）基礎事業

コンクリート
二次製品事業

不動産・太陽
光発電事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 4,251,397 4,572,442 79,097 8,902,937 － 8,902,937

  セグメント間の内部売
上高又は振替高

1,549 － － 1,549 △1,549 －

計 4,252,947 4,572,442 79,097 8,904,487 △1,549 8,902,937

 セグメント利益又は
　セグメント損失（△）

△17,820 478,851 50,263 511,294 △533,749 △22,455
 

(注) １．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、主に全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

  「基礎事業」セグメントにおいて、売却予定資産について帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。

   なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において26,741千円であります。

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）基礎事業

コンクリート
二次製品事業

不動産・太陽
光発電事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 5,501,235 4,931,194 79,199 10,511,629 － 10,511,629

  セグメント間の内部売
上高又は振替高

809 － － 809 △809 －

計 5,502,044 4,931,194 79,199 10,512,438 △809 10,511,629

 セグメント利益又は
　セグメント損失（△）

△70,920 323,527 51,133 303,741 △383,629 △79,888
 

(注) １．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、主に全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 
 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 
 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

(単位：千円)

     基礎事業 　 二次製品事業
不動産・太陽光発電
事業

　　　　合計

 製品売上 476,416 4,117,664 － 4,594,080

 工事契約売上 3,767,434 449,962 － 4,217,396

 その他売上 4,386 4,815 22,087 31,290

 顧客との契約から生じ
　る収益

4,248,237 4,572,442 22,087 8,842,767

 その他の収益（注） 3,160 － 57,009 60,170

 外部顧客への売上高 4,251,397 4,572,442 79,097 8,902,937
 

（注）「その他の収益」は、不動産賃貸収入等であります。

 
当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

(単位：千円)

     基礎事業 　 二次製品事業
不動産・太陽光発電
事業

　　　　合計

 製品売上 1,311,524 4,347,032 － 5,658,557

 工事契約売上 4,183,124 582,312 － 4,765,437

 その他売上 3,128 1,849 20,776 25,754

 顧客との契約から生じ
　る収益

5,497,778 4,931,194 20,776 10,449,749

 その他の収益（注） 3,456 － 58,423 61,880

 外部顧客への売上高 5,501,235 4,931,194 79,199 10,511,629
 

（注）「その他の収益」は、不動産賃貸収入等であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
 至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年６月30日)

１株当たり四半期純利益 1.83円 0.20円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 103,520 11,198

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益(千円)

103,520 11,198

普通株式の期中平均株式数(千株) 56,440 54,647
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数は、その計算において控除する自

己株式数に、「役員報酬ＢＩＰ(信託口)」所有の当社株式数及び「株式給付型ＥＳＯＰ(信託口)」所有の当

社株式数を含めております。

 
 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
 
 
 
 

 
２ 【その他】

2022年５月30日開催の取締役会において、2022年３月31日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり

期末配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　250,588千円

② １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4円50銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　 2022年６月14日

　

　（注）配当金の総額には、「役員報酬ＢＩＰ（信託口）」に対する配当金627千円及び「株式給付型ＥＳＯＰ（信託

口）」に対する配当金496千円を含んでおります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2022年８月９日

日本コンクリート工業株式会社

　取締役会　御中
 

 

東　陽　監　査　法　人

　東京事務所
 

 

 

指  定  社  員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 浅　　川　　昭　　久  

 

 

指  定  社  員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 田　　中　　章　　公  

 

 

指  定  社  員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 太　　田　　裕　　士  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本コンクリー

ト工業株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日

から2022年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本コンクリート工業株式会社及び連結子会社の2022年６月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
その他の事項

会社の2022年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監

査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2021年８月13日付けで無限定の結論を表明して

おり、また、当該連結財務諸表に対して2022年６月28日付けで無限定適正意見を表明している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
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監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人

は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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